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「夏物語」

川上未映子 著
（文藝春秋）

　小説家の夏子は38歳の
独身だが、出産を夢見るよ
うになる。そんな折、精子
提供で生まれた逢沢潤と出
会い、心を寄せていく。

「我らが少女A」

髙村薫 著
（毎日新聞出版）

　12年前、東京郊外の公園
で元中学美術教師が殺害さ
れた。別件から新証言を得
た元捜査責任者の合田は、
未解決事件に挑むが……。

幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／９月12日（木）、26日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館２階和室

おはなしの時間

◦�認知症予防におすすめ図書館利用
術	 （結城俊也）
◦世界の書店を旅する
	 （ホルヘ・カリオン）
◦奇跡の朗読教室	 （斉藤ゆき子）
◦皮膚はすごい	 （傳

でん

田
だ

光洋）
◦コケはなぜに美しい	（大石善隆）
◦法隆寺を支えた木
	 （西岡常一・小原二郎）
◦波

は

濤
とう

を越えて	 （佐藤雄二）
◦体がよろこぶお漬け物（井澤由美子）
◦江戸っ子漱石先生からの手紙
	 （渡邉文幸）
◦クジラアタマの王様	（伊坂幸太郎）

◦愛してるって言えなくたって
	 （五十嵐貴久）
◦空と湖水	 （植松三十里）
◦剣樹抄	 （冲

うぶ

方
かた

丁
とう

）
◦いるいないみらい	 （窪美澄）
◦亥

いの

子
こ

ころころ	 （西條奈加）
◦緋

ひ

の河	 （桜木紫乃）
◦旧友再会	 （重松清）
◦極限の婚約者たち	 （新堂冬樹）
◦希望の糸	 （東野圭吾）
◦いけない	 （道尾秀介）
◦生

き

のみ生
き

のままで	 （綿矢りさ）
◦寂

じゃく

聴
ちょう

先生、ありがとう。
	 （瀬尾まなほ）

こ
の
夏
、
ス
ポ
ー
ツ
で
日
本
中
を
歓
喜

の
渦
に
巻
き
込
ん
だ
人
が
い
ま
す
。
ゴ
ル

フ
の
全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
で
優
勝
し
た
、

20
歳
の
ス
マ
イ
ル
シ
ン
デ
レ
ラ
、
渋
野
日

向
子
選
手
で
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
メ

ジ
ャ
ー
制
覇
は
、
樋
口
久
子
さ
ん
以
来
と

な
る
42
年
ぶ
り
２
人
目
の
こ
と
。
世
界
的

に
は
ま
だ
無
名
の
新
人
が
、
世
界
の
頂
点

に
立
つ
歴
史
的
快
挙
で
あ
り
ま
し
た
。　

私
た
ち
に
大
き
な
感
動
と
爽
快
感
を
与

え
て
く
れ
た
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
も
大

き
な
衝
撃
を
与
え
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。
終

始
笑
顔
で
プ
レ
ー
し
、
観
客
へ
の
ハ
イ
タ
ッ

チ
や
サ
ー
ビ
ス
、
飾
り
気
の
な
い
も
ぐ
も

ぐ
タ
イ
ム
な
ど
、
新
た
な
ス
タ
ー
の
誕
生

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
渋
野
選
手
は
初

め
て
の
海
外
挑
戦
だ
っ
た
そ
う
で
、
無
欲

で
の
プ
レ
ー
が
勝
利
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
普
段
の
練
習
量

も
多
く
、
試
合
後
も
遅
く
ま
で
パ
ッ
ト
練

習
を
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
偉
業
で
、
日
本
の
女
子
プ
ロ
が
ま

す
ま
す
世
界
で
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
国
内
で
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
人
気
の

さ
ら
な
る
高
ま
り
や
、
経
済
へ
の
波
及
効

果
も
計
り
知
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。　

そ
し
て
夏
と
い
え
ば
甲
子
園
。
全
国
高

等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
で
す
。
今
や
プ

ロ
野
球
に
は
興
味
が
な
く
て
も
、
高
校
野

球
は
見
る
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
毎
年
厳
し
い
暑
さ
の
中
、

選
手
た
ち
が
泥
に
ま
み
れ
、
汗
と
涙
を
流

し
、
多
く
の
感
動
が
生
ま
れ
ま
す
。
一
つ

の
目
標
を
目
指
し
、
仲
間
と
と
も
に
進
ん

で
い
く
あ
の
姿
は
、
心
か
ら
応
援
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
を
駆
り
立
て
て
く
れ
ま
す
。

昔
は
エ
ー
ス
が
一
人
で
投
げ
抜
く
美
学

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
銚
子
商
業
の
黒

潮
打
線
に
代
表
さ
れ
る
、
豪
快
な
攻
撃
力

を
発
揮
し
て
の
優
勝
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
時
代
は
変
化
し
、
エ
ー
ス
の
温
存

や
球
数
制
限
の
議
論
な
ど
、
高
校
野
球
の

目
標
、
目
的
を
考
え
る
時
代
が
来
た
の
か

と
思
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も

全
力
で
戦
い
抜
く
選
手
た
ち
に
、
負
け
る

な
と
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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